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社会の成熟化や企業の業務形態の変化に伴って，従来と

は異なる室内環境の質（IEQ：Indoor Environment Qual-

ity）が求められることが多くなりつつある。このような状

況のもとで，“執務空間の知的生産性”（Workplace Produc-

tivity）という研究テーマが世界的に話題になっている。

本稿では，空調産業の現状を踏まえて，“知的生産性”の

側面からこの分野が今後研究すべき方向について解説す

る。
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プロダクティビティとは，ヒトが違い（モノ，コト）を生

み出すことである。オフィス家具とは，その違いを生み出

すために，場所や時間に縛られないスペース・スタイルを

構成することによって，また，ワーカーを支援するツール

（IT）を構成することによって，コミュニケーションを活

性化するシステムである。
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建物オーナーや企業経営者に，室内環境質の改善が知的

生産性の向上につながることを定量的に示すことができれ

ば，室内環境質改善を促す大きな推進力となると考えられ

る。本報では，室内環境質が知的生産性に与える影響につ

いて，海外での研究動向とともに，その評価手法について

解説する。また，室内環境質のうち，温熱環境に着目し，

室内温熱環境の知的生産性に与える影響について，これま

で行ってきた被験者実験とオフィス実測の研究成果につい

て紹介する。
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オフィスや公共施設など，多くの人が 1日のうちの大半

の時間を過ごすスペースでの健康，快適性への取組みは，

トータルQOL（Quality of Life）の視点からは非常に重要で

あり，“ひとにやさしい”技術がオフィスなどに広く導入さ

れる訴求力が求められている。そのため，“健康”，“快適”

というエンドユーザー側の指標を，その費用対効果の明確

化という経営側の指標でとらえなおす仕組みが求められて

いる。

本稿では，健康・快適性技術の導入によるオフィスワー

カーの生産性向上度を評価するオフィスプロダクティビ

ティ指標とその客観・定量評価技術，およびプロダクティ

ビティ・ソリューションとしての照明制御について紹介す

る。
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ワークプレイスのプロダクティビティ
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眠りは覚せい時の行動を支え，身体の成長，修復，調

整，さらに学習能率に影響する。本人が一生懸命に努力を

しても，眠くなると能率が低下し，エラーが多くなること

は知られている。眠りの質が不十分なら心理的にも不安定

な状態が続く。ワークプレイスでは，覚せいレベルを高く

すること，認知反応を速やかにすること，反応時間の短縮

をすること，的確な判断をすることが重要である。睡眠の

質や量を確保することや疲労回復を向上させることが，能

率を向上させることになる。

ここでは，記憶や学習などの認知活動の効率と眠りにか

かわる実証的な研究を示した。
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プロダクティビティ，あるいは知的生産性という言葉や

概念とともにその動向が注目を集めるようになった。ここ

では，日本での動向（その 1）と題して，プロダクティビ

ティの評価手法に関連するプロダクティビティ概念の考え

方・プロダクティビティ評価指標の提案・評価票の作成と

提案など，筆者らが行ってきた主観的評価法を中心とした

検討内容を紹介する。また，同評価票を用いて行った評価

事例として，評価手順・評価方法の一例を提示する。
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～T社本店社屋におけるプロダクティビティの継続的

評価～
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光庭を持ち直天井の特徴を持つT社ビルのオフィス

ワーカーを対象に，旧社屋から新社屋，さらに新社屋では

3回にわたり，継続的に主観的評価法によるワークプレイ

スプロダクティビティの調査と環境改善活動を行った。合

わせて他事例と不満足者率の比較を行った。




